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研究成果の概要（和文）：本研究では，特定健診後の受診者への保健指導を一過性に終らせず継続的に指導支援でき，
行動変容を促してゆけるポスト特定健診対応の持続的ヘルスサポートシステムの開発を行った．積極的支援，動機づけ
支援となったメタボ予備群への保健指導の目的は，メタボリック症候群に移行させないことである．そのためには，対
象者の受診後の日常の生活状況を継続的にトレースし，それに基づく持続的な保健指導の下で対象者の自覚を育み，生
活習慣改善を図ることが肝要である．本研究は，この点をカバーし特定健診プログラムを年間サイクルとして有効に機
能させるための，受診者と保健指導者にとってのインターフェース的環境の構築・導入となっている．

研究成果の概要（英文）：Metabolic syndrome has become a significant public health problem worldwide, and 
Specific Health Checkup and Guidance on this syndrome began for the people aged 40 to 74 in Japan in 
2008. Through this guidance, people considered at high risk of developing metabolic syndrome are expected 
to be made aware of their own problems in terms of their daily lifestyle choices and to improve their 
daily life behaviors by themselves.
To support this large undertaking with information technology, in this study, we have constructed a new 
sustainable health support system which makes it possible for them to continue their own risk assessment 
and improvement of daily lifestyle after Specific Health Checkup. Through some examinations, we confirmed 
that the sustainable health support system had the potential to be an effective support tool for health 
guidance regarding metabolic syndrome.
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１．研究開始当初の背景 
我が国では，平成 20 年 4 月よりメタボリ
ック症候群（内臓脂肪症候群）に焦点を当て，
生活習慣病の予防を目的とした特定健康診
査及び特定保健指導（以降，特定健診）が実
施されている．対象となる国民は 40 歳から
74歳までの男女約 5600万人で，平成 27年
の時点でメタボリックシンドロームの該当
者や予備群を 25％減少させることを目標と
している．この特定健診は，健康状態を調べ
る検査項目と生活習慣に関わる問診項目か
ら構成されており，受診者はそれらのデータ
に基づいて積極的支援，動機づけ支援，情報
提供，及び保健指導対象外の各レベルに階層
化され，所属レベルに応じて保健指導が行わ
れてきた． 
 この特定健診という大規模なプログラム
を支えるべく我々はこれまで，特定健診の枠
組みとデータ構成に則した有効な分析法を
考案し，検査と問診の両データを包含するベ
イジアンネットワークシステムの構築に取
り組んできた（基盤研究(C)平成 22-24年度に
よる）．これによって，従来のベイズ手法の
発展形としての確率的なリスク評価モデリ
ングが可能となり，これまでのデータベース
レベルでのデータ参照や統計解析に止まら
ない，実地の大規模データに基づく的確で柔
軟なメタボリック症候群マネジメントのた
めのコア機能を整えることができた． 
 
２．研究の目的 
本研究では，更なる進展を期して，特定健
診後の受診者への保健指導を一過性に終ら
せることなく継続的に指導支援でき，それに
よって行動変容を促してゆけるポスト特定
健診対応の持続的ヘルスサポートシステム
の開発を提案する．積極的支援，動機づけ支
援の対象となったメタボ予備群への保健指
導の第一の目的は，受診者に自身の健診結果
を理解させ，自らの生活習慣を振り返えらせ
ることを通して，メタボリック症候群に移行
させないようにすることである．そのために
は，対象者の受診後の日常の生活状況を継続
的にトレースし，その情報に基づく持続的な
保健指導の下で対象者の自覚を育み，自己の
生活習慣改善を図っていくことが肝要であ
る．本研究は，この点をカバーし特定健診プ
ログラムを年間サイクルとして有効に機能
させてゆくための，受診者と保健指導者にと
ってのインターフェース的環境の構築・導入
となる． 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的を達成するため，以下の項
目に従って研究が行われた． 
(1) 特定健診以降の日常生活状況を定期的
に把握するためのポスト問診項目の検討： 
特定健診の経年データ(約 12000 件/年，男
性約 7500 件，女性約 4500 件）に基づいて分
析． 

(2) ポスト問診項目と特定健診時の検査項
目を包含するベイジアンネットワークの構
築： 
(1)での分析結果に基づき，特定健診以降
の日常生活状況のリスク評価が可能なよう
に構成． 
(3) スマートフォンによる継続的保健指導
を可能とするアプリケーションの設計と開
発： 
特定健診以降のヘルスサポートを対象者
のリスク状況に応じ間断なく持続できる機
能を実現． 
(4) 本ヘルスサポートシステムのプロトタ
イプの試験運用とその効果及び改善点の評
価： 
特定健診受診者とその保健指導者（数名）
に対して健診後において実施． 
 
４．研究成果 
研究方法(1)～(4)に従い研究を展開した．
以下にその概 要を示す．各内容と成果の詳
細については「５．主な発表論文等」の文献
を参照のこと． 
平成 25 年 度は，本研究課題の達成に向
けて研究方法の(1)，(2)について取り組んだ． 
(1) 特定健診以降の日常生活状況を定期的
に把握するためのポスト問診項目の検討： 
某事業所にて年に一度の特定健診時に実
施している問診の質問群データから生活習
慣に関する因子(特徴)抽出を行い，その結果
をベースに健診以降の生活状況を定期的に
把握するためのポスト問診の質問項目を構
成した．データ項目は，健康状態を示す検査
項目（腹囲と BMI，空腹時血糖と HbA1c，中
性脂肪と HDL コレステロール，収縮期血圧と
拡張期血圧），および生活習慣を反映する問
診項目（運動面，栄養面，生活面を問う計約
40 項目）から成る． 
(2) ポスト問診項目と特定健診時の検査項
目を包含するベイジアンネットワークの構
築： 
ベイジアンネットワークとそれに基づく
分析は，もともと現実の問題解決のために考
案され発展した手法であるので，不確定性を
含む知識の構成，及びそれに基づくリスク評
価・判断が求められる課題での応用に適して
いる．そこで，１.で得られた分析結果と知
見に基づき，特定健診時の検査とポスト問診
の両項目群を適切な形で包含するベイジア
ンネットワークのモデリングを行った．具体
的には男女別に，まず検査項目ごとにベイジ
アンネットワークを構成し，各検査項目を良
い状態，悪い状態に設定した場合における各
問診因子の変化を捉え，両者の比較を通して
腹囲・BMI，空腹時血糖・HbA1c，中性脂肪・
HDL コレステロール，拡張期・収縮期血圧の
各検査項目に関連の深い生活習慣のポスト
問診因子を抽出・評価した．これにより，生
活習慣の変化とメタボ予備軍リスクの変化
の関係性や特徴の分析が可能となり，積極的



支援，動機づけ支援，情報提供，及び保健指
導対象外の各レベルに関するリスクと検査
項目・ポスト問診項目の関係性を抽出・評価
できた． 
平成 26 年度は，研究方法(2)において前年
に構築したベイジアンネットワークを，特定
保健指導の階層レベルを含む統合型のベイ
ジアンネットワークに拡張し，これにより積
極的支援，動機づけ支援，情報提供，及び保
健指導対象外の各レベルに関するリスクと
検査項目・ポスト問診項目の関係性を抽出・
評価した．さらに研究方法(3)に取り組んだ．  
(3) スマートフォンによる継続的保健指導
を可能とするアプリケーションの設計と開
発： 
特定健診後の継続的なヘルスサポートを
対象者が各人の日常生活の場で容易に受け
られるように，定期的なポスト問診への回答
やそれに対する評価フィードバックなどを
はじめとする，サポート対象者と保健指導者
間の全てのやり取りを，現在急速に普及しつ
つある次世代携帯端末のスマートフォンに
よって行えるようにする．そのために，特定
健診間の１年に及ぶヘルスサポートを対象
者のリスク状況に応じて間断なく持続でき
る機能を担うAndroidアプリケーションを設
計した．ヘルスサポートシステム全体は，サ
ポート対象者が用いるスマートフォン，保健
指導者がサポートを行う PC，サポート機関側
の Web サーバで構成される．本年度は，スマ
ートフォンの機種としては Google の開発用
リファレンスモデルである GALAXY NEXUS を
採用し，開発環境としては，JDK，Android SDK，
及び Eclipse を，データを記録するデータベ
ースには SQLite を使用し，Java ベースでア
プリケーションの基本的機能の開発を進め
ることができた． 
平成 27 年度は，前年に引き続き研究方法
(3)でのスマートフォンにおけるアプリケー
ションを完成させた．ここでの開発アプリケ
ーションは，特定健診プログラムを年間サイ
クルとして有効に機能させてゆくための，サ
ポート対象者と保健指導者のインターフェ
ース的システム環境の要となる．続いて，研
究方法(4)について実施した． 
(4) 本ヘルスサポートシステムのプロトタ
イプの試験運用とその効果及び改善点の評
価： 
開発されたアプリケーション搭載のスマ
ートフォンを含むヘルスサポートシステム
のプロトタイプによって試験的な運用を実
施した．開発者，研究協力者を中心とする 10
名規模での試行であったが，システムのユー
ザビリティ，ポスト問診への回答頻度と負担
感などの可用性面のチェック，さらに，ポス
ト問診毎のベイジアンネットワークによる
リスク評価フィードバックが，どのように生
活習慣での行動変容に寄与しているかの分
析を通して，本格的な試験運用に供し得るレ
ベルにあることが確認できた． 

本研究でのアプローチは，従来の健診デー
タの分析・評価法の踏襲ではなく，特定健診
の枠組みに密着し，保健指導上の活用を目指
したものとなっている．特定健診制度は現在
以降も同じ枠組みで継続されてゆくので，本
研究での分析方法，ベイジアンネットワーク
設計，評価方法，アプリケーション設計等の
成果は，今後も多年に渡りそのまま活用でき
る．そして，受診者各人の健診と問診及び保
健指導歴の年次データをそのまま継続的に
取り込むことで，評価精度が向上してゆく構
造となっている． 
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